
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１０日行われた国土交通委員会にお

いて、１月１５日に発生した「軽井沢スキー

バス事故」の原因究明と再発防止策について、

たしろ参議院議員が質問を行いました。軽井

沢スキーバス事故の背景において、旅行会社

とバス会社の主従関係に起因する下限割れ

運賃が横行し過当競争の実態が変わらずに

あること、関越道ツアーバス事故後に行った

対策の検証や新たな参入規制の必要性、脆弱

な監査体制の改善、そしてバス労働者の体調

管理と総合的な労働条件向上が重要である

ことを石井国土交通大臣に指摘しました。石

井国土交通大臣からは事故後に緊急招集さ

れた有識者による「軽井沢事故対策検討委員

会」で、たしろ議員から指摘されたことを踏まえて具体的な再発防止策を議

論していくとの答弁がされました。 

加えて安倍政権が交通業界のさらなる規制緩和として打ち出している「自

家用ライドシェア拡大」の問題点について発言し、白タクの合法化は鉄道・

バス・タクシー等公共交通の安全・快適な輸送体系を破壊するのものだと指

摘を行いました。 
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たしろ参議院議員 国土交通委員会において 

『軽井沢事故を受けた再発防止』 

『自家用ライドシェア拡大の問題点』について発言 
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